
 
 

 

 

 
令和７年２月３日 

羽咋市立羽咋中学校 

校 長  宮下 裕樹 

第 10号 

 

受験は団体戦！ 
 今３年生は、人生の初の試練ともいうべき入学試験本番の時期を迎えています。先週末には多く

の生徒が私立高校の入学試験に挑戦しました。これまでに身に付けた力を発揮して、全員が目標の

「合格」を必ず手にすることができると信じています。 

いつもこの時期になると、決まって生徒たちに伝えている言葉「受験（検）は団体戦」を今年も

伝えました。試験会場で、問題用紙に臨むのは一人一人の生徒であり、個人戦に思えるかもしれま

せんが、学校においては、皆で挑戦する、皆で頑張るという思いをもつことが何よりも大切です。

これからの時期、学級や３年全体をより一層よい雰囲気にすることで、個人の力を集団に、また、

集団の力を個人に向けてほしいと願っています。 

現在、先陣を切って入試を突破し、合格内定をもらった生徒が数人いますが、今後、そのような

生徒と公立の合格発表までは進路が決定しない生徒などが、教室内で混在して学校生活を送ること

になります。進路が決定し、心に余裕ができた生徒は、今までの中学校生活を振り返り、自分はこ

れから何をすべきかを考える機会にしてほしいと思います。決して仲間への気配りや思いやりを忘

れることなく、今まで以上に学校の活動に真剣に取り組んでほしいと思います。また、公立の学力

検査など３月の合格発表まで頑張らなければならない生徒は、進路内定者に羨むことなく、着実に

力を付ける学習を継続してほしいと思います。両者とも３年間この校舎で共に学んできた仲間とし

て、思いやりの気持ちをもって残された学校生活を送って欲しいと願っています。 

 

◇栄光の足跡 
 
○校内書初めコンクール 

金賞 酒井 紅羽  岩井 心望  酒井 芹菜 
銀賞 伊藤  鈴  越智 愛心  杉村 結那  石塚 虹帆  屶網 一稀  杉本 実楽 
銅賞 松田 奈子  三沢 和輝  本吉 智子  嶋田 裕太  德島 優菜  岩谷 娃里 

岩本 真悠 
 

○第２５回ユネスコ‐絵で伝えよう‐「わたしの町のたからもの」絵画展 
入選 前田 実桜 

 
○北陸三県中学生弓道錬成大会 

男子団体の部 団体 １位 鵜垣 雅行  岡﨑 丈流  小櫃 来斗 
１年男子の部 個人 ２位 仙崎 煌大 
２年男子の部 個人 ３位 鵜垣 雅行 

 
○羽咋市読書感想画コンクール 

自由図書の部 特選 中山日代里 
入選 立中 愛未  千代 樹奈  池 美乃里  谷口 結音  坂本 和花 

野川 遙斗  嶋田 裕太 
指定図書の部 特選 酒井 紅羽  坂本 優寿 
 

○CHALLENGE CUP2024 北陸予選２回戦  
中学生部門 ３位 野口陽菜乃 

  
○ALL JAPAN CHALLENGE CUP2024 2nd シリーズ中部予選２回戦 

中学生部門 ２位 野口陽菜乃 



第３回学校関係者評価委員会を終えて 
 

１月１６日（木）、６名の学校評議員の方々
に今年度の教育活動について評価をしてい
ただき、ご意見をいただきました。概ね良好で
あるとの評価をいただきましたが、●教職員
が協力して指導に当たっているか、●教育活
動に地域の人材等を活用しているかの項目
については課題が残るとのことでした。また、
保護者や生徒からのアンケートから見えてき
た課題についても合わせて改善に向けて努
力をして行きたいと考えております。 
なお、今年度後期の保護者アンケート・生

徒アンケート結果については、ホームページ
に掲載しますのでご覧ください。今後ともよろ
しくお願いいたします。 

編 集 後 記 
  

本校では、掃除の時間に掛かってきた電話には、
「ただ今清掃指導中です」と伝え、こちらからかけ直
すことにしています▼世界のトヨタのお話。掃除の目
的は、製品を汚さないこと、職場環境を整えることで
あると聞きました。トヨタでは掃除の方法さえも改善
し、同じ掃除の仕方をするのではなく、少しでも改善
して短い時間で切り上げるのがトヨタ流。加えて、企
業であるトヨタでは、掃除に精神的な価値を求めては
いないとのこと▼学校では、たかが掃除であっても、
教育活動の一環と捉え、何らかの価値を生み出さな
ければならないと考えています。掃除や挨拶を通し
て、心を耕し、子供たちのレベルを上げようと思うな
ら、私たち教師の真剣さが何よりも大切です。それは
必ず子供たちに伝わると信じて。（宮下） 

☆薬物乱用防止教室（１２／３） 
 １年生を対象にした薬物についての理解を深める講話を聴きました。講師に 

は、羽咋警察署生活安全課の山田英治さんをお迎えし、薬物の危険性、依存 

性、また、最近話題になっているオーバードーズについても丁寧にお話をして 

いただきました。中学生にとっては、薬物はテレビドラマの世界だったかもしれ 

ませんが、どの生徒も自分事としてとらえ、真剣に耳を傾けていました。 
 
☆Global Gateway（１／２０） 
市内の小中学校にＡＬＴとして勤務されているギンジェル・リアムさん、ヘンダ 

ーソン・くみこさん、マシュー・マグラガンさんに加えて、粟ノ保小校区にお住い 

でアメリカ出身のガボンさんをお招きして１年生に楽しい英語の授業をしていた 

だきました。４人の方々が用意してくださったゲームやクイズを通して、本物のネ 

イティブ英語に触れる機会となり、生徒たちは、楽しく英語を学んでいました。 
 
☆English Career（１／２３） 
ＮＰＯ法人ＹＯＵ-Ｉの協力を得て、今年は５人の外国人講師の先生をお招き 

して２回目の交流会を実施しました。各学級２時間の設定で、英語でやり取りす 

ることやそれぞれの職業について理解を深めることが目的です。飛行機の機内 

・入国審査・観光・買い物・レストランの場面に応じた自然な会話、必要なフレ 

ーズを確認しながら、生徒たちは楽しく参加していました。 
  

☆先輩と語る会（１／２４・２８） 
例年この時期に、出身の小学校に出向き、４月から本校に入学してくる６年 

生に対して、中学校の学習や部活動などの学校生活について説明したり、質 

問を受けたりしながら交流を行いました。各小学校担当の生徒たちは、分かり 

やすくまとめたプレゼンを用いて丁寧に説明をしていました。帰校する際には、 

小学校の先生方から凛々しく成長した生徒たちを褒めていただきました。 
 
☆出前授業（１／３０） 
羽咋工業高校、田鶴浜高校の先生に出前授業を実施していただきました。 

希望別の７グループに分かれた２年生全員は、講義や実際に実習を行うなど 

体験入学さながらの授業に参加しました。次年度は３年生となって、進路選 

択をしていかなければならない２年生にとっては、貴重な経験になったものと 

思います。 

学校内外の行事から  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    


